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1.はじめに 

図 1 日勝峠箇所図  

北海道の道路では、冬期に降雪や吹雪

などによる視程障害が発生する。一方で

夏期を中心に、主に太平洋側と内陸部と

の間に位置する峠部などにおいて、濃霧

による視程障害が発生するなど、気象条

件によってその走行環境は大きく変わる。

このような状況では車両発見の遅れによ

る衝突事故など、交通事故発生の恐れが

1) ある。そのため、既存の冬期道路対策

はもとより、濃霧の情報を事前に提供し、

ドライバーの運転計画の支援を図ること

が重要である。 

そこで、寒地土木研究所と帯広開発建

設部では、一般国道 274 号日勝峠（以下：

日勝峠）における安全な走行支援のため、

インターネットを活用した霧発生情報な

どを提供する「国道 274 号日勝峠の情報

提供実験」を行っている。 

本論文では、平成 18 年度に実施した

これらの情報提供実験の結果と霧情報の

有効性について報告する。 

 

2.日勝峠の霧情報提供に関する実験 

2.1 日勝峠の現状 

一般国道 274 号は札幌市を中心とする

道央圏と、帯広市や釧路市などの十勝圏、

釧路・根室圏の人的交流や物流、北海道

観光を支える重要な幹線道路である（図

1）。この路線上に位置する日勝峠は標高

1,022m に達し、植生環境では本州におけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る長野・群馬県境の渋峠（標高 2,172m）

に匹敵するなど、道内でも走行環境の厳

しい峠である。この日勝峠は、日高山脈

北部を越え標高が高いことから、年間を

通じて濃霧に見舞われやすく、特に太平

洋からの湿った冷たい空気が進入しやす

い夏期には、峠の清水町側を中心にして

著しい濃霧による視程障害が頻発する。

冬期には、発達した低気圧の通過や北西

季節風の影響を受け、降雪や吹雪による

視程障害の発生も多い。 

こ の よ う な 走 行 環 境 の 厳 し い 日 勝 峠

について、道路管理者は、線形の改良や

登坂車線の付加、防雪柵等の防雪対策や

視線誘導施設の設置、24 時間体制での監

視と路面凍結対策等のハード的対策や道

路画像提供などのソフト対策を講じてい

る。さらに、これらの対策とあわせ、的

確な情報提供によってドライバーの安全

走行を支援するといったソフト対策も合

わせて実施することも有効である 2)3) 。  
Yuma Matsuyama, Tatsuo Miyoshi,  Takahiro Yoshid
a 



図 3 視界 200m 以下の出現状況  

2.2 霧情報提供の重要性 

濃霧が発生したときには、前方車両も

見えず、追突する危険性が高くなる。さ

らに、後続の車両から自分の車両が見え

ないため追突される危険性も高くなる。

日勝峠において濃霧の状況を把握するた

め、過去 10 年間（1994～ 2003 年度）の

道 路 パ ト ロ ー ル 記 録 を 用 い て 、 視 界 が

200m 未満の日数を集計した。その結果、

以下の特徴を把握している。 

・霧は清水側に集中して発生しており、

日高側で晴れていても、清水側で霧が

発生していることが多い（図 2）。特に、

清水側の 5 合目付近から頂上までに多

くみられる。 

・7 月や 8 月には、3 日に 1 日は視界 200m

以下の霧で見通しが悪く、その際の半

数は、視界 50m 以下で非常に見通しの

悪い状況にある（図 3）。 

・霧は日没から翌日の午前中にかけて多

く発生している。また、気温が上昇す

る昼ごろには解消することが多い。  

この様に、日勝峠では一年中霧が多く

発生し、特に、夏期に霧が多く発生して

おり、冬期の視程障害対策に加え、夏期

の視程障害に対しても、安全な走行の支

援が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 実験概要 

実験は、日勝峠（日高側１合目から清

水側１合目）を対象として行い、平成 18

年 7 月 3 日からインターネットでパソコ

ンに以下の情報提供を行った（図 4）。 

①霧の状況（今の日勝峠）： 

峠の日高側、清水側をそれぞれのふも

と・中腹・頂上の計 6 区間に、また、

霧発生確率は 4 段階に区分し、紫色の

濃淡で現在状況を表示（図 5）。併せて

道路画像やテレメータデータも表示。  

②霧発生予測（これからの日勝峠）： 

現在と、1 時間後、2 時間後、3 時間後、

4 時間後、5 時間後、6 時間後の霧発生

予測を表示（図 6）。   

 

 

 

 

 

 
図 2 日勝峠の道路画像  

（ 2005 年 8 月 12 日 15 時）  
図 4 情報提供実験サイト箇所図  



図 6 これからの日勝峠のページ  

 

図 7 霧発生確率 40～ 70％のイメージ  

これらの

 

4 霧発生予測情報の作成 

は、日勝峠

で

は、日勝峠対象地域内で一

5 霧発生予測と CCTV 画像との検証結果 

と

から全く霧を確認できな

「霧あり」： しでも霧が確認でき

 情報について、視覚的に“峠”

を意識しやすい縦断図を用い表示した 4) 。

 

2.

本実験で提供する霧の情報

の過去 3 年間（2002～ 2004 年度の 4～9

月）の気象条件と霧発生条件の解析結果

を基に算出した、統計的推定による霧予

測手法により、気象庁発表の GPV（ Grid 

Point Value の略。気象庁が予報資料と

して作成している様々な気象要素の格子

点データ）の風向・風速、湿度の気象デ

ータを利用し、路線上での霧の発生可能

性を判定し 0～10％、10～ 40％、40～ 70％、

70～ 100％の 4 段階を紫色の濃淡で表示

している。 

 霧発生確率

定の時間内に霧が発生する確率であり、

霧発生時の視界については予測していな

い。例えば、霧発生確率 40～ 70％  の予

測がでた場合、統計的には、“同じような

気象条件のとき、10 回に 4 回～7 回の割

合で霧が発生する”と考えて良い（図 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

2.

霧発生予測値について、日高側 9 合目

清水側 9 合目の CCTV 画像を用い、霧発

生の有無を以下の判断基準で、目視によ

り確認した。 

「霧なし」：画像

い場合 

画像に少

る場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 実験トップページ（今の日勝峠）  

http : / /www.e-kaido. jp /route274/）  （
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8 、 4 段階に区分した「霧発生確率区分した「霧発生確率

の予測区分」について、各区分の霧予測

総時間のうち、「霧なし」、「霧あり」が、

それぞれ何時間確認できたかを示してい

る。例えば、日高側 9 合目の 10～ 40％区

分の場合、霧予測総時間 1,137 時間のう

ち、「霧なし」が 511 時間、「霧あり」が

626 時間確認できたことを意味している。

また、図 9 は、図 8 の「霧あり」の時

の予測区分」について、各区分の霧予測

総時間のうち、「霧なし」、「霧あり」が、

それぞれ何時間確認できたかを示してい

る。例えば、日高側 9 合目の 10～ 40％区

分の場合、霧予測総時間 1,137 時間のう

ち、「霧なし」が 511 時間、「霧あり」が

626 時間確認できたことを意味している。

また、図 9 は、図 8 の「霧あり」の時

が、それぞれ霧予測総時間の何％であ

るかを示したものである。矢印は、各区

分の「予測した霧発生確率」の範囲を表

しており、「霧あり」の頻度が、この矢印

で示された範囲内であれば、予測確率通

りの霧出現であったと言える。 

したがって、図 9 より日高側 9

が、それぞれ霧予測総時間の何％であ

るかを示したものである。矢印は、各区

分の「予測した霧発生確率」の範囲を表

しており、「霧あり」の頻度が、この矢印

で示された範囲内であれば、予測確率通

りの霧出現であったと言える。 

したがって、図 9 より日高側 9

～ 40％区分では、「霧あり」の割合が

55％であり、予測確率範囲を超える霧出

現であった。また、清水側 9 合目では、

40～ 70％区分で、「霧あり」の割合が 54％

であるように、その他全ての予測区分に

おいても、予測確率の範囲内での霧出現

となった。 

以上の結果

～ 40％区分では、「霧あり」の割合が

55％であり、予測確率範囲を超える霧出

現であった。また、清水側 9 合目では、

40～ 70％区分で、「霧あり」の割合が 54％

であるように、その他全ての予測区分に

おいても、予測確率の範囲内での霧出現

となった。 

以上の結果

去 3 年間の気象条件と霧発生条件の解

析結果とを基に算出した、統計的霧予測

手法により、比較的精度の良い霧予測情

報を提供することができたと言える。ま

た、峠区間のエリア分けや霧発生予測の

区分についても、概ね適切であったと考

えている。 

 

去 3 年間の気象条件と霧発生条件の解

析結果とを基に算出した、統計的霧予測

手法により、比較的精度の良い霧予測情

報を提供することができたと言える。ま

た、峠区間のエリア分けや霧発生予測の

区分についても、概ね適切であったと考

えている。 
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実験サイトのアクセス数（7 月 3実験サイトのアクセス数（7 月 3

月 31 日）はパソコン版トップページ

で 61,741 件（510 件 /日）、霧予測情報ペ

ージで 17,208 件（142 件 /日）であった。 

 

月 31 日）はパソコン版トップページ

で 61,741 件（510 件 /日）、霧予測情報ペ

ージで 17,208 件（142 件 /日）であった。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清水側9合目CCTVとの検証結果（6月27日～10月30日）
100

5％ 11％

54％

91％

0

20

40

60

80

〔10%未満 10-40%〕 〔40-70%〕 〔70%以上〕

霧発生確率の予測区分

(

〕 〔

割
合

％
)

霧あり 霧なし

10％

40％

70％

日高側9合目CCTVとの検証結果（6月27日～10月30日）

55％

8％
0

20

40

60

80

100

〔10%未満 10-40%〕 〔40-70%〕 〔70%以上〕

霧発生確率の予測区分

(

〕 〔

割
合

％
)

霧あり 霧なし

10％

40％

図 9 各予測区分の総予測時間に対する  

霧発生時間の割合  

下：清水側 9 合目）  （上：日高側 9 合目  

図 8 各予測区分の総予測時間に対する  

霧発生有無の時間  

下：清水側 9 合目）  （上：日高側 9 合目  

清水側9合目CCTVとの検証結果（6月27日～10月30日）

427
591

1215 361

3358

60

281

0

500

1000

1500

2000

〔10%未満〕 〔10-40%〕 〔40-70%〕 〔70%以上〕

霧発生確率の予測区分

時
間

霧あり 霧なし

1273

314

788 651

日高側9合目CCTVとの検証結果（6月27日～10月30日）

160

626

1727
511

0

500

1000

1500

〔10%未満〕 〔10-40%〕 〔40-70%〕 〔70%以上〕

霧発生確率の予測区分

時
間

2000

霧あり 霧なし

1137

1887



 

図 11 アンケート回答者の年齢  

図 12 アンケート回答者の住まい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 に実験サイトのアクセス数グラフ

の傾向について、パンフレッ

ト

7 アンケート調査結果 

供実験サイトとコンテ

性  

が 82％、女性が 18％であ

っ

がそれぞれ 1％であった（図 11）。住ま 

頻度

は

を示す。 

アクセス

配布や北の道ナビ 5) での紹介など、広

報活動の結果、サイト開始から着実にア

クセス件数が増加していることがわかる。

また、お盆時期や天候の荒れた日には、

アクセス数の増加が見られ、サイトがよ  

く利用されていた。なお、10 月のアクセ

ス数増加は、初冬期の情報収集が加わっ

てきたためと考えられる。 

 

2.

2.7.1 概要   

 日勝峠の情報提

ンツの有効性や課題、利用者の受容性等

についての検証評価を行うため、Web サ

イト利用者を対象に、平成 18 年 7 月 14

日～10 月 20 日の約 3 ヶ月間アンケート

調査を実施し、有効回答数 210 通を得ら

れた。 

2.7.2 属

性別は男性

た。年齢は 30 代が 33％、40 代が 30％

で全体の 6 割を占め、以下 20 代が 22％、

50 代が 12％、60 代・19 歳以下・70 歳以 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 10 実験サイトのアクセス数  
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上

いは、石狩支庁の 41％と十勝支庁の 35％  

で全体の 8 割を占めた（図 12）。 

また、夏期シーズンの日勝峠通行

1 シーズン 10 回以上が 26％、5～ 10

回程度が 26％、1～ 5 回程度が 40％、2～

3 シーズンに 1 回程度が 8％であった（図

13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q7(2)　年齢［N=206］

20～29歳 22%

19歳以下 1%

30～39歳 33%

50～59歳 12%

40～49歳 30%

60～69歳 1%
70歳以上 1%

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

Q7(3)　住まい［N=194］

その他北海道内

3%

釧路支庁 7%
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トップページ 霧予測情報ページ

パンフレット配布開始
7月3日　108件

北の道ナビで紹介
7月24日　216件

お盆時期
8月11日　768件

低気圧
8月19日　2,27

による大雨
6件

低気圧による大雨
10月7日　10,984件

十勝毎日新聞に掲載
8月19日　2,276件
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3 実験の評価 

図 14 濃霧で視界不良の時の運転経験  

図 16 情報コンテンツの役立ち度  

図 13 夏期シーズンの日勝峠通行頻度  

図 15 濃霧で視界不良の時の事故不安  

図 14 は「日勝峠日勝峠

転したことがありますか？」の

回答結果である。その結果、9 割の方が 

濃霧による視霧界不良時の運転を経験し

転したことがありますか？」の

回答結果である。その結果、9 割の方が 

濃霧による視霧界不良時の運転を経験し

ていることがわかった。また、図 15 は「濃

霧で視界不良の運転経験があるとき、事

故の不安を感じましたか？」の回答結果

である。「強く感じた」、「感じた」を合わ

せると、全体の 8 割以上の方が、そのと

きに事故の不安を感じたと回答している。

こ の 様 な 方 か ら の 情 報 コ ン テ ン ツ の

ていることがわかった。また、図 15 は「濃

霧で視界不良の運転経験があるとき、事

故の不安を感じましたか？」の回答結果

である。「強く感じた」、「感じた」を合わ

せると、全体の 8 割以上の方が、そのと

きに事故の不安を感じたと回答している。

こ の 様 な 方 か ら の 情 報 コ ン テ ン ツ の

立ち度について調査した。その結果、

霧状況について、「役に立った」、「やや役

に立った」と回答した方が 8 割以上であ

り、最も多い道路画像の 9 割に次ぐ高い

評価であった。また、霧状況の予測につ

いても、「役に立った」、「やや役に立った」

と回答した方が、約 8 割となり、高い評

価であった（図 16）。さらに、霧状況と

霧状況の予測について、「あまり役立たな

かった」、「役立たなかった」と答えた方

は 1 割未満であり、峠部における霧情報

の有効性が示されたといえる。 
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日 勝 峠 を 利 用日 勝 峠 を 利 用

安全運転のためのパンフレット『日勝

峠あんしんガイド』（図 17）を平成 18 年

7 月 3 日より配布した。 

配布先は、石狩・空知・

安全運転のためのパンフレット『日勝

峠あんしんガイド』（図 17）を平成 18 年

7 月 3 日より配布した。 

配布先は、石狩・空知・

勝・釧路の各支庁、これら支庁内の土

木現業所、市町村役場、トラック協会、

日勝峠を通るドライバーが立ち寄ると考

えられる近郊の道の駅である。A3 版表裏

4 つ折り A5 版で計 3 万部を配布した。 

また、帯広開発建設部が管内の市町村
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Q1(2) 視界不良時の運転経験のある場合
事故の不安を感じましたか？［N=190］

感じた 46%

強く感じた 41%

どちらともいえ
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全く感じなかった
1%

感じなかった
1%
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Q7(5)　夏期シーズンの通行頻度［N=208］
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Q3(1)　ホームページで役立った情報
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役場に配布したパンフレットに対するコ

関する情報提供がこんなに沢

・「

・「 用するので是非

十勝

毎

3. とめ 

総括 

実 験 よ り 以 下 の 結 果

が

4 区分において、ほぼ予

・ 霧予測情報について、約 8 割

 

メント・意見には、以下のようなものが

あった。 

・「日勝峠に

山あるのを、実は認識していなかった

ため、是非とも市民の方々に周知して

頂くようにしたい。」（帯広市役所） 

日勝峠を越える際には冬は当然厳しい

が、夏場の濃霧も視界不良で前方に車

が 居 な い と ど こ を 走 っ た ら 良 い か 分

か ら ず 非 常 に 危 険 で あ る と 感 じ て い

る。」（音更町役場） 

個人的にも日勝峠は利

使ってみたい。」（大樹町役場） 

さらには、平成 18 年 8 月 19 日の

日新聞の記事に取り上げられ、あらた

めて多くの地域住民に「国道 274 号日勝

峠の情報提供実験」サイトの存在と、日

勝峠を走行する際の運転アドバイスを知

らせることができた。  

 

ま

3.1 実験の

今 回 の 情 報 提 供

得られた。 

・霧発生予測の

測通りの霧出現を確認でき、日勝峠に

おける統計的霧予測手法において、比

較 的 精 度 の 良 い 霧 予 測 情 報 を 提 供 で

きることを確認できた。また、峠区間

の エ リ ア 分 け や 霧 発 生 予 測 の 区 分 に

ついても、概ね適切であったと考えて

いる。 

霧状況と

の方が「役に立った」、「やや役に立っ

た」と回答し、これらの霧コンテンツ

の高い評価が得られ、峠部における霧

情報の有効性が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 17 日勝峠あんしんガイド (パンフレット ) 
 （上：表面  下：裏面）  

 

 



3.2 他の峠部への展開の可能性について 

性

3 今後に向けて 

勝峠において霧情報

提

は、北海道の他の峠部へ

の

アンケート調査にご協

力

参考文献 

・加治屋安彦・松沢勝：冬期

2)  山際祐司：イ

3)  

4)  啓・正

5)  eb サイト， (独 )土木研

   p/navi/ 

他の峠部への展開においては、地形特

や霧の発生過程の違いのため、峠ごと 

に統計的予測手法を検討する必要がある

が、本実験の結果から、過去 3 ヵ年程度

の現地調査に基づく霧の発生実態と気象 

庁発表の GPV データの関連性を明らかに

することにより、他の峠部においても、

霧の予測情報を提供できると考える。 

 

3.

本実験により、日

供の有効性が確認されたことから、実

運用に向けて具体的な検討を進めていく

予定である。 

さらに、今後

展開を目指し、調査・検討を進めてい

く予定である。 

最後に、今回の

いただいた道路利用者の方々に感謝の

意を表するものである。 
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る研究～広域情報提供サービスの有

効性～，平成 15 年 9 月．北海道開発

土木研究所月報№ 616 
加治屋安彦・上村達也・

ンターネット道路情報提供の利用者

ニーズとその効果－北の道ナビユー

ザーアンケート調査と CS(顧客満足

度 )分析の結果から－，平成 15 年 11
月．寒地技術論文･報告集  Vol .19 
千葉隆広・加治屋安彦・熊澤義曻：イ

ンターネットを活用した道路情報提

供 に関 する 研究 － 96/97 冬 期の 峠 画

像伝送実験報告－，平成 9 年 11 月．

開発土木研究所月報 No.534 

加治屋安彦・山際祐司・蔵本尚

岡久明：ウェブサイト運営を通じた北

の道のニーズ分析とブランドづくり，

平成 17 年 12 月．第 4 回 ITS シンポ

ジウム 2005 
北の道ナビ  W
究所  寒地土木研究所  
http: / /northern-road.j



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	aa-14: 安－１４


